
し
た
。
初
日
の
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
レ
ー
ス
（
1
周
1.6
㎞
×
15

周
＝
24
㎞
）
で
は
、
鹿
屋
勢

が
終
始
主
導
権
を
握
り
ラ
ス

ト
1
周
で
5
名
の
選
手
が
先

頭
で
1
列
に
並
ぶ
レ
ー
ス
展

開
、
最
後
は
ス
ピ
ー
ド
の
あ

る
黒
枝
咲
哉
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
3
年
）
と
徳
田

匠
さ
ん
（
同
1
年
）
が
1
位・

2
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

を
決
め
、
総
合
成
績
で

も
鹿
屋
体
育
大
学
が

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
は
、
大
雨
に
よ

り
１
１
０
㎞
を
70
㎞
に

短
縮
し
て
実
施
。
ス

タ
ー
ト
直
後
か
ら
飛

び
出
し
た
徳
田
優
さ

ん
（
同
4
年
）
が
終
盤

に
ラ
イ
バ
ル
を
引
き
離

し
、
圧
倒
的
強
さ
で
優

勝
、石
井
駿
平
さ
ん（
同

1
年
）
も
4
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
で
優
勝
し
た
徳

田
（
優
）
さ
ん
は
「
ア

ジ
ア
の
大
学
自
転
車

界
で
鹿
屋
体
育
大
学

が
最
強
と
証
明
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
松
田
丈

志
さ
ん
（
セ
ガ
サ
ミ
ー
）
が

鹿
屋
体
育
大
学
を
訪
れ
、
松

下
雅
雄
学
長
、
金
久
博
昭
副

学
長
及
び
風
呂
井
敬
本
財
団

理
事
長
へ
銅
メ
ダ
ル
獲
得
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
現
在
、
国
立

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
と

今
大
会
、
松
田
さ
ん
は
、
競

泳
男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
で
ア
ン
カ
ー
を
務

め
、
こ
の
種
目
52
年
ぶ
り

と
な
る
メ
ダ
ル
の
獲
得
に
大

き
く
貢
献
。
自
身
と
し
て

は
２
０
０
８
年
の
北
京
大
会

（
２
０
０
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ

イ
銅
メ
ダ
ル
）、
２
０
１
２
年

の
ロ
ン
ド
ン
大
会
（
２
０
０

メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
銅
メ

ダ
ル
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
メ

ド
レ
ー
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
ル
）

に
続
い
て
3
大
会
連
続
の
メ

ダ
ル
獲
得
の
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。

　

松
田
さ
ん
か
ら
は
、
大
会

の
報
告
と
、
鹿
屋
体
育
大
学

及
び
本
財
団
か
ら
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
な
ど
が

述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
風
呂
井

理
事
長
か
ら
特
別
ス
ポ
ー
ツ

奨
学
金
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
と
の
連
携
大

学
院
に
在
籍
。
指
導
教
員
で

あ
る
荻
田
太
教
授
の
も
と
で

泳
技
術
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

に
つ
い
て
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
現
役
中
は
自
身
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
の
ア
テ
ネ
大

会
か
ら
4
大
会
連
続
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
な
っ
た

ア
ジ
ア
大
学
ロ
ー
ド
選
手
権
で

全
２
種
目
制
覇
！

　

10
月
15
日
～
16
日
、
韓
国

（
慶
尚
南
道
）
で
開
催
さ
れ

た
第
2
回
ア
ジ
ア
大
学
ロ
ー

ド
選
手
権
で
、
鹿
屋
体
育
大

学
自
転
車
競
技
部
が
全
2

種
目
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
昨
年
同
様
、
日
本
代
表

チ
ー
ム
と
は
別
に
単
独
出
場

が
認
め
ら
れ
た
同
大
チ
ー
ム

か
ら
は
、
6
名
が
参
戦
し
ま

プレゼンを行う
木村さん
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大
空
へ

平成２８年１２月⑴

自
転
車
競
技
部

採用プロジェクト
学部・大学院，学年 氏名 プロジェクトの件名
学部 2 年 田川 浩子 屋外トレ場をもっと良い環境にしよう！
修士課程

1 年 木村 良輔 実技指導の総合力向上プロジェクト
−スポーツ・インテグリティを求めて−

修士課程
1 年 青柳 　唯

世界の棒高跳事情を体験するとともに、
トビタテ JAPAN への足がかりをつける
～オークランド工科大学への訪問～

リ
オ
五
輪
競
泳
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

松
田
丈
志
さ
ん
が
来
学
！

　

政
治
色
・
時
代
背
景
に

彩
ら
れ
な
が
ら
『
平
和
の

祭
典
』
と
し
て
歴
史
を
織

り
成
し
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
始
ま
り
は
紀
元
前
８

世
紀
ま
で
遡
る
。
ギ
リ
シ
ア

神
へ
の
奉
納
行
事
と
し
て
産

声
を
上
げ
た
当
初
は
、
ギ

リ
シ
ア
人
男
性
の
み
の
祭
典

で
あ
っ
た
。
国
際
色
溢
れ
る

現
代
と
は
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
る
。
１
１
６
９
年
（
第

２
９
３
回
開
催
）
も
の
永
き

変
遷
の
中
で
、
徐
々
に
門
戸

を
開
き
つ
つ
も
宗
教
問
題
に

よ
り
一
度
幕
は
下
ろ
さ
れ
る

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
火
（
理

念
）
が
再
燃
し
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
１
５
０
０
年
後
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
的
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
と
変
化
を
始

め
る
。
絵
画
・
彫
刻
・
音
楽

な
ど
芸
術
競
技
の
衰
退
、
大

会
の
商
業
化
・
プ
ロ
化
、
政

治
的
優
劣
を
競
う
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
。
人
間
の
多
面
多
様

な
思
惑
を
乗
せ
、
４
年
に
１

度
、
数
々
の
記
録
・
記
憶
を

残
し
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
人
々
を
魅
了
し
続
け
る

▼
そ
ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

我
々
の
す
ぐ
そ
ば
に
来
る
の

は
こ
れ
で
五
度
目
。
夏
季
大

会
に
関
し
て
い
え
ば
、
日
中

戦
争
に
よ
り
開
催
権
返
上

と
な
っ
た
１
９
４
０
年
、
戦

後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
１
９
６
４
年
、
そ
し
て
震

災
復
興
を
掲
げ
る
今
回
の

２
０
２
０
年
。
新
国
立
競
技

場
・
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
白
紙

撤
回
、
競
技
会
場
見
直
し

な
ど
、
人
間
模
様
は
い
つ
も

ど
お
り
。
誰
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
か
を
問
う
ほ
ど
不

毛
な
も
の
は
な
い
。
新
た
な

1
ペ
ー
ジ
と
な
る
伝
統
の
祭

典
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
た

だ
ひ
た
す
ら
に
熱
い
眼
差
し

で
大
会
を
見
据
え
・
動
き
始

め
て
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

を
、
純
粋
に
応
援
し
て
い
き

た
い
。（
Ｈ
・
Ｙ
）

特別スポーツ奨学金の授与　

報告の様子

左から、荻田教授、松下学長、松田さん、風呂井理事長、金久副学長

クリテリウムレースで優勝した黒枝さん ロードレースで優勝した徳田（優）さん

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
本

年
度
よ
り
、
学
生
の
実
現
し

た
い
企
画
を
募
集
し
、
そ
の

実
現
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
の
自
主
性
、
企
画

力
を
養
う
と
と
も
に
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
充
実
・
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
挑
戦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

去
る
11
月
７
日
に
は
、
一

次
審
査
（
書
類
審
査
）
を
通

鹿
屋
体
育
大
学
学
生
挑
戦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
３
件
採
用
！

過
し
た
３
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
２
次
審
査
（
公
開
に

よ
る
発
表
形
式
）
が
行
わ

れ
、
申
請
代
表
者
で
あ
る
学

生
３
名
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
様
々

な
角
度
か
ら
の
質
問
が
飛
び

交
い
、
そ
れ
に
対
し
て
学
生

が
熱
意
あ
る
回
答
を
行
う
な

ど
、
白
熱
し
た
や
り
取
り
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
、審
査
が
行
わ
れ
、

３
件
全
て
を
採
用
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
用
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
は
、
学
長
裁
量

経
費
に
よ
る
物
品
支
給
や
教

職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
そ
の
実
現
を
大
学
が
支

援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
２
月
に
は
、

今
回
採
用
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
報
告
会
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
　
　

 

藤
山
智
史
さ
ん

Ｊ
リ
ー
グ
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
に
加
入
内
定
！

　

鹿
屋
体
育
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
所
属
の
藤
山
智
史
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
４
年
）
が
、日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ
ー
グ
）

の
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
へ
加
入
す
る
こ
と
が
内
定
し
ま
し
た
。

　

藤
山
さ
ん
は
、
第
31
回
九
州
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
、
ボ
ラ

ン
チ
と
し
て
豊
富
な
運
動
量
と
献
身
的
な
プ
レ
ー
で
攻
守
に
わ

た
っ
て
活
躍
。
鹿
屋
体
育
大
学
の
2

年
ぶ
り
13
度
目
の
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
3

月
に
行
わ
れ
た
第
30
回
デ
ン
ソ
ー

カ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宮
崎
大
会
で
は

九
州
大
学
選
抜
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇
本
人
コ
メ
ン
ト

　

幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ

た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
れ

て
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
練
習
し
、
１
日
も

早
く
試
合
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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11
月
23
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
棟
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
）

に
て
、
大
隅
地
区
の
高
校
球

児
を
対
象
と
し
た
「
高
校

野
球
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定

会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
測
定
会
は
、
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
力
を
活
用
し
鹿
児

島
県
高
校
野
球
界
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
同
大
硬
式
野

球
部
が
今
回
初
め
て
企
画
し

た
も
の
で
、
曽
於
高
校
、
志

布
志
高
校
、
鹿
屋
高
校
、
鹿

屋
農
業
高
校
、
鹿
屋
工
業
高

校
、
垂
水
高
校
の
6
校
の
野

球
部
か
ら
計
37
名
の
選
手
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
同
大
硬
式
野
球

部
の
前
田
明
部
長
、
藤
井
雅

文
監
督
か
ら
測
定
に
あ
た
っ

て
の
注
意
事
項
や
流
れ
の
説

大
隅
の
高
校
球
児
を
対
象
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定
会
を
実
施

明
等
が
あ
り
、
そ
の
後
は
野

手
5
グ
ル
ー
プ
、
投
手
6
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
合
計
14

種
目
の
測
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
、

ス
イ
ン
グ
測
定
シ
ス
テ
ム
、

球
質
測
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

用
い
た
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
な
ら
で

は
の
測
定
も
多
数
実
施
。
測

定
デ
ー
タ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
、
「
測
定
結
果
を
冬
季
練

習
に
生
か
し
、
今
後
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
「
同
じ
大
隅
地
区
の
高

校
球
児
同
士
の
交
流
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
測
定
に
あ
た
っ
た
同
大

硬
式
野
球
部
の
部
員
に
と
っ

て
も
、
今
回
の
測
定
会
で
の

指
導
・
運
営
が
よ
い
経
験
と

ノルディックウォーキング実技の様子

集合写真

バッティングの測定の様子 FMSの様子

左から　吉武准教授、金久理事・副学長、松下学長、
横矢理事・副学長、小笠原研究科長、加藤教授

な
り
、
双
方
に
と
っ
て
非
常

に
有
意
義
な
測
定
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
測
定
会
で
は
、
野

球
の
動
作
分
析
に
関
す
る
共

同
研
究
で
同
大
を
訪
れ
て
い

た
国
立
体
育
大
学
（
台
湾
）

　

鹿
屋
体
育
大
学
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」「
健

康
づ
く
り
教
室
出
前
講
座

（
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
バ

ン
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
開
催
し
た

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
に
は
学
外
か
ら
41

名
の
参
加
が
あ
り
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
竹
島
伸
生
教

授
と
同
志
社
大
学
教
授
で

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
協
会
会
長
の
竹
田
正

樹
氏
に
よ
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歴
史
や
運

動
効
果
な
ど
の
理
論
講
習

の
あ
と
、
武
道
館
前
の
広
場

で
ポ
ー
ル
の
扱
い
方
や
歩
き

方
の
基
礎
な
ど
の
実
技
を
学

び
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
ポ
ー

ル
を
持
っ
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
動

き
だ
っ
た
参
加
者
も
、
鹿
児

島
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
協
会
の
指
導
者
に
よ
る

実
技
講
習
が
進
む
に
つ
れ
て

徐
々
に
ス
ム
ー
ズ
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。
教
室
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
初
め
て
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
が
で

き
ま
し
た
」「
自
己
流
か
ら

基
本
を
学
び
身
に
つ
き
ま
し

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

一
方
、
鹿
児
島
県
内
市
町

村
を
対
象
と
し
た
公
募
型

の
事
業
で
あ
る
健
康
づ
く
り

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
今
年
度
は

3
つ
の
市
町
村
か
ら
応
募
が

あ
り
、
第
1
回
目
の
教
室
が

11
月
7
日
に
曽
於
市
そ
お
生

き
い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
2

時
間
の
教
室
で
は
「
貯
筋
運

動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
40
名
あ
ま
り
の

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
北
村

尚
浩
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ

ン
タ
ー
長
に
よ
る
健
康
づ
く

り
と
運
動
に
つ
い
て
の
講
義

と
、
柳
沼
悠
特
任
助
教
に
よ

る
貯
筋
運
動
の
実
技
を
行
い

ま
し
た
。参
加
し
た
方
々
は
、

食
生
活
と
運
動
と
の
組
み
合

わ
せ
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
は
12
月
に
霧
島
市

で
「
ウ
ェ
ル
ビ
ク
ス
に
よ
る

健
康
づ
く
り
」、
第
3
回
は

1
月
に
瀬
戸
内
町
で
「
貯
筋

運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
健
康
づ
く

り
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
予
定
で
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

健
康
づ
く
り
教
室
出
前
講
座
を
開
催

　

こ
の
た
び
、
日
本
学
術
振

興
会
が
優
れ
た
研
究
者
を
育

成
し
我
が
国
の
学
術
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る｢

頭
脳
循
環
を

加
速
す
る
戦
略
的
国
際
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム｣

に
対
し
、
協
力
大

学
と
し
て
鹿
屋
体
育
大
学
が

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
と
と
も
に
申
請
し
た
事

業
（「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
と

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
融
合
に
よ

る
健
康
社
会
実
現
の
た
め
の

国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大

学
等
研
究
機
関
が
、
海
外
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
機
関

と
世
界
水
準
の
国
際
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、

相
手
側
へ
の
若
手
研
究
者
の

長
期
派
遣
と
相
手
側
か
ら
の

研
究
者
招
へ
い
の
双
方
向
の

人
的
交
流
を
展
開
す
る
取
組

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
21
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
機
関
で
あ
る
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
か

ら
横
矢
直
和
理
事
・
副
学
長
、

小
笠
原
司
情
報
科
学
研
究
科

長
、
加
藤
博
一
情
報
科
学
研

究
科
教
授
が
来
学
。
鹿
屋
体

育
大
学
か
ら
は
松
下
雅
雄
学

長
、
金
久
博
昭
理
事
・
副
学

長
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
請
か
ら

の
協
力
者
で
あ
る
吉
武
康
栄

准
教
授
が
出
席
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
申
請
は
、

先
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
で

行
わ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
会
～
ス

ポ
ー
ツ
科
学
と
工
学
の
お
見

合
い
パ
ー
テ
ィ
in
鹿
屋
」
を

き
っ
か
け
に
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
文
字
通
り
お
見
合

い
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年

「
頭
脳
循
環
を
加
速
す
る
戦
略
的
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
協
力
大
学
と
し
て
参
加
が
決
定

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
大

学
院
体
育
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
及
び
3
年
制
博
士
課

程
の
学
生
に
対
し
て
、
博
士

後
期
課
程
論
文
指
導
研
究
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
位
論
文
（
博
士
）
の

作
成
に
向
け
て
、
学
生
の
研

究
に
関
し
て
助
言
し
、
き
め

細
や
か
な
研
究
指
導
や
、
研

究
テ
ー
マ
・
研
究
計
画
を
具

体
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

本
年
度
は
、
11
月
１
日
、
2

日
、
4
日
の
3
日
間
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
教
員

や
学
生
が
聴
講
す
る
中
、
発

表
者
は
15
分
と
い
う
決
め

ら
れ
た
時
間
内
で
、
自
身
の

研
究
に
対
す
る
目
的
、
方

法
、
結
果
及
び
考
察
に
つ
い

て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
利

用
し
て
口
頭
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
考
察
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
今
後
の
研
究
方
法
へ

の
助
言
等
が
異
な
る
分
野
の

方
か
ら
も
あ
り
、
発
表
者
に

と
っ
て
幅
広
い
視
点
で
研
究

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

有
意
義
な
研
究
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
連
携
大
学
院
（
国

立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
、
熊
本
大
学
及
び
鹿
児

島
大
学
）
及
び
筑
波
大
学
と

の
共
同
専
攻
に
在
籍
し
て
い

る
学
生
及
び
教
員
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
、
現
地
か
ら
発

表
や
聴
講
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
博
士
後
期
課
程
及

び
3
年
制
博
士
課
程
の
学
生

は
、
学
位
論
文
の
提
出
、
審

査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す

る
た
め
に
、
研
究
を
更
に
進

め
、
学
位
の
取
得
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

博
士
後
期
課
程
論
文
指
導
研
究
会
を
実
施

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
３
年

間
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

の
教
員
、
大
学
院
生
な
ど
7

名
も
測
定
員
と
し
て
参
加
。

Ｆ
Ｍ
Ｓ
（
身
体
評
価
測
定

法
：
7
つ
の
基
本
的
な
動
作

を
通
じ
て
、
「
動
き
」
を
、

関
節
の
可
動
性
・
安
定
性
・

連
動
性
の
視
点
か
ら
測
定
評

価
す
る
手
法
）
を
担
当
し
、

研
究
分
野
で
の
国
際
交
流
の

場
に
も
な
り
ま
し
た
。
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　こんにちは！鹿屋体育大学なぎなた部です。
　なぎなた部は現在、8名で活動しています。他
の部活と比べると少人数ではありますが、部員同
士がレベルを高め合える環境で練習しています。
　稽古のメニューをはじめ、遠征、その他のこと
についても学生自身が主体性を持ち行っていま
す。先輩、後輩関係なく自分たちで話し合いなが
らより良い部活を目指して、試行錯誤しながらも
和気あいあいと楽しく、稽古ではけじめをつけて
活動しています。
　８月に行われた全日本学生なぎなた選手権大会
では試合競技団体の部で念願の二連覇を果たしま
した。また演技競技の部、試合競技個人の部で 3
位入賞し、すべての部門において入賞することが
できました。
　私たちはこの大会に焦点をあて、自分の動きを
分析し、互いにアドバイスをし合い、課題を見つ
け弱点を克服することができるように考え、日々

の稽古を積み重ねてきました。
　その結果、最後のインカレとなる 4年生の先輩
方を含めたチーム鹿屋体育大学は今までの集大成
として大きな花を咲かせることができました。個
人だけでなく、チームとして一人一人が部全体の
ことを考えながら稽古を行ってきたことが大きな
勝因となり、全員の記憶に残る素晴らしい大会に
なりました。顧問の山田理恵先生、非常勤講師の
平山悦子先生をはじめ教職員の方々、先輩方、地
域のみなさま、応援ありがとうございました。
　来年は新チームとして全日本学生なぎなた選手
権大会を迎えます。試合競技団体の部での三連覇
を目指し、新キャプテンを筆頭にチーム一丸と
なって練習に励んでいきます。
　先輩方が積み上げてこられた伝統を守りながら
も、常に進化する姿勢を大切に部員一同頑張って
いきますので、ご声援のほど宜しくお願い致しま
す。

なぎなた部

課外活動団体紹介

健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

た
も
の
。

　

平
井
コ
ー
チ
は
「
充
実
し

た
施
設
だ
け
で
な
く
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
ス

キ
ル
の
高
さ
に
支
え
ら
れ
充

実
し
た
合
宿
と
な
っ
た
。
測

定
結
果
が
得
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
が
り
、
新
し
い
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
い
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

10
月
11
日
～
13
日
、
日
本

水
泳
連
盟
測
定
合
宿
が
行
わ

れ
、
小
堀
勇
氣
選
手
（
ミ
ズ

ノ
（
株
）
、
リ
オ
五
輪
競
泳

男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）
、

青
木
智
美
選
手
（
法
政
大

学
、
リ
オ
五
輪
競
泳
女
子

８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
メ

ン
バ
ー
）
ら
選
手
12
名
及
び

平
井
伯
昌
コ
ー
チ
（
東
洋
大

学
、
リ
オ
五
輪
日
本
代
表
監

督
）
ら
コ
ー
チ
7
名
、
ス

タ
ッ
フ
2
名
が
鹿
屋
体
育
大

学
へ
来
学
。
同
大
屋
内
実
験

プ
ー
ル
に
て
各
種
測
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
測
定
合
宿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
次
世
代
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
・

強
化
事
業
と
し
て
、
日
本
水

泳
連
盟
が
自
由
形
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
選
手
を
対
象
に
実
施
し

日
本
水
泳
連
盟
の

測
定
合
宿
を
実
施
！

よ
り
、
「
今
の
食
事
で
大
丈

夫
？
～
競
技
者
の
た
め
の
ワ

ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
食
事
術

～
」
と
題
し
て
、
日
々
の
食

生
活
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
や
実
例
等
、
学
生
に
と
っ

て
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
集
ま
っ
た
５
５
８

名
の
学
生
が
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
水
野
講
堂
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学

生
が
自
ら
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
省
み
、
改

め
て
意
識
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
「
栄
養
、
食
事

に
関
す
る
も
の
」
、
「
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
や
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る

も
の
」
、
「
メ
ン
タ
ル
に
関

す
る
も
の
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
か
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
栄
養
、
食
事

に
関
す
る
も
の
」
が
テ
ー
マ

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
生
命
科

学
系
の
長
島
未
央
子
講
師
に

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

に
熱
心
に
質
問
す
る
学
生
も

い
る
な
ど
、
「
栄
養
、
食流水プールでの最大酸素摂取量測定の様子

MADシステムを使った抵抗測定の様子

事
」
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
同
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
と
学
生
と
の
座
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
座
談
会

は
、
社
会
人
と
の
交
流
を
行

う
こ
と
で
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
思
考
さ
せ
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
全

学
年
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
座
談
会
に
は
、

総
数
１
４
６
名
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
同
大
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
か
ら
は
、
官
公
庁
、
学

校
教
員
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企

業
な
ど
様
々
な
業
種
に
携
わ

る
10
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
は
企
業
、
公
務
員

お
よ
び
教
員
の
職
種
ご
と
に

別
々
の
教
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
生
は
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
20
分
ご
と
に

教
室
を
移
動
す
る
こ
と
で
、

全
て
の
学
生
が
３
つ
の
職
種

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
先
輩
方
の
話
に
、

と
き
に
は
メ
モ
を
と
り
な
が

第２回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
座
談
会

ら
非
常
に
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
座

談
会
終
了
後
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り
希

望
者
か
ら
の
個
別
相
談
に
応

じ
て
い
た
だ
き
、
時
間
内
で

は
聞
き
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
多
数
の
学

生
が
質
問
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
こ
れ

か
ら
の
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

真
剣
に
考
え
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
今
回
の

座
談
会
が
、
卒
業
後
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え

る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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何か物足りない、
何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”を
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本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元

年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄

付
金
）
は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人

一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年

会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法

上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え

る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金

で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関

へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技】
◆第1回九州学生陸上競技新人選手権大会
　（10/15～16　福岡/平和台公園）
▽男子
 棒高跳 1位 中森　一
  3位 唐澤　拓弥
 砲丸投 2位 吉川　巧弥
 円盤投 1位 清水　郁宏
 やり投 3位 湊　宏樹
▽女子
 円盤投 2位 中村　千咲
 やり投 2位 松本　さつき

【テニス】
◆平成28年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
（10/12～17　東京/有明テニスの森公園）
 男子団体 ベスト８ 鹿屋体育大学

【女子バレーボール】
◆平成28年度九州大学秋季バレーボール女子１部リーグ
　（9/24～10/30　九州内各会場）
  1位 鹿屋体育大学

【女子バスケットボール】
◆第23回全九州大学バスケットボールリーグ戦
　（9/3～10/16　九州内各会場）
 女子1部リーグ 3位 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆FIGワールドチャレンジカップ　ハンガリー大会

　（10/7～10/9　ハンガリー/ソンバトヘイ）
 種目別あん馬 7位 前野　風哉
 種目別平行棒 5位 前野　風哉
 種目別鉄棒 2位 前野　風哉

◆第59回九州学生体操競技新人大会
　（10/22～23　長崎/県立総合体育館）
▽男子
 団体総合 1位 鹿屋体育大学A
  3位 鹿屋体育大学B
 個人総合 1位 堀内　柊澄
 種目別ゆか 1位 長谷川　瑞樹
  2位 大村　幸輝
  3位 堀内　柊澄
 種目別跳馬 1位 長谷川　瑞樹
  2位 大﨑　斐央利
  3位 中野　大貴
 種目別あん馬 2位 森近　直樹
  3位 西之原　佑奎
 種目別平行棒 2位 堀内　柊澄
 種目別つり輪 1位 中野　大貴
  3位 大﨑　斐央利
 種目別鉄棒 1位 堀内　柊澄
  2位 神谷　拓歩
  3位 大村　幸輝
  3位 中谷　至希

【柔道】
◆平成28年度全日本学生柔道体重別選手権大会
（10/1～2　東京/日本武道館）
 女子78㎏超級 ベスト8 泉田　凛

【自転車競技】
◆2016 the 2nd Asian University Road Cycling 
Championship（10/15～16　韓国/慶尚南道）
▽男子
 クリテリウム24km 1位 黒枝　咲哉

  2位 徳田　匠
 個人ロードレース 1位 徳田　優
  4位 石井　駿平
◆2016ジャパンカップサイクルロードレース
（10/22～23　栃木/宇都宮市）
 オープン男子 2位 徳田　優
  7位 黒枝　咲哉

【なぎなた】
◆幸村杯第1回全国女子なぎなた大会
　（10/30　和歌山/九度山文化スポーツセンター）
 女子個人試合 ベスト8 溝上　美咲

10月

事
務
局
か
ら

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

学
生
食
堂
で

カ
レ
ー
フ
ェ
ア
開
催

　

平
成
27
年
３
月
に
、
国

内
初
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

コ
ー
チ
ン
グ
に
特
化
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
の

科
学
的
検
証
を
行
う
最
先

端
研
究
設
備
を
備
え
た
屋

内
研
究
施
設
、
「
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究

棟
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
）
」
が

竣
工
し
ま
し
た
。
同
年
９

月
に
は
竣
工
記
念
式
典
が

実
施
さ
れ
、
本
格
的
な
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
唯
一
の
50
ｍ

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
走
路

を
は
じ
め
、
高
性
能
の
研

究
設
備
を
整
備
し
て
お

り
、
日
本
の
国
際
競
技
力

向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

通
じ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究

の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
国
際
競
技
力
向

上
を
目
指
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ

国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
や
連
携
大
学
、
大
学

院
共
同
専
攻
な
ど
で
国
内
外

の
若
手
研
究
者
や
指
導
者
を

対
象
と
し
た
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ

ブ
な
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
施
設
で
は
、
陸
上
、
テ

ニ
ス
な
ど
の
個
人
種
目
に
限

ら
ず
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
チ
ー
ム
種
目
に
お
け
る

身
体
活
動
量
測
定
や
ゲ
ー
ム

分
析
を
は
じ
め
、
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測

定
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
測
定
の
様
子
な
ど
を
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
→http://splab.

nifs-k.ac.jp/

）

　

11
月
14
日
～
16
日
の
３
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
食

堂
で
「
２
０
１
６
し
あ
わ
せ

カ
レ
ー
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
レ
ー
フ
ェ
ア
は
、

毎
年
楽
し
み
し
て
い
る
学

生
も
い
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

「
神
田
カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
優
勝
に
輝
い
た
カ

レ
ー
や
、
大
き
な
カ
ツ
が

の
っ
た
金
沢
風
カ
ツ
カ
レ
ー

丼
な
ど
が
日
替
わ
り
で
登

場
し
、
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り

に
包
ま
れ
た
食
堂
は
、
学
生

や
教
職
員
、
地
域
の
方
々
な

ど
で
、
連
日
大
賑
わ
い
で
し

た
。

　

ま
た
、
16
日
に

は
、
エ
ス
ビ
ー
食

品
協
賛
の
無
料
イ

ベ
ン
ト
『
七
味
ブ

レ
ン
ド
体
験
会
』

も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
並
べ
ら
れ
た

ス
パ
イ
ス
を
思
い

思
い
に
ブ
レ
ン
ド

し
、
自
分
好
み
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
七
味

を
作
っ
て
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
い
つ
も
と

は
違
う
味
が
楽
し
め
て
よ

か
っ
た
」
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
七

味
を
鍋
に
使
っ
て
み
た
い
」

と
満
足
し
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

３日目に登場した金沢風カツカレー丼オリジナル七味づくりを楽しむ学生

SP Lab内観

　

10
月
19
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
大
学
院
棟
及
び
大
学
会
館

の
周
辺
で
自
転
車
盗
難
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
年
5
月

17
日
に
同
大
が
鹿
屋
警
察
署

か
ら
「
平
成
28
年
度
自
転
車

盗
難
防
止
モ
デ
ル
校
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
学

内
で
の
防
犯
活
動
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
自

転
車
盗
難
防
止
の
中
で
も
、

特
に
自
転
車
の
二
重
ロ
ッ
ク

「
平
成
28
年
度
自
転
車
盗
難
防
止
モ
デ
ル
校
」指
定
に
伴
う
自
転
車
盗
難
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
学

生
へ
の
自
転
車
の
盗
難
防

止
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
ワ
イ

ヤ
ー
錠
の
無
料
配
布
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
署
職
員
４
名

と
学
生
５
名
（
自
転
車
競

技
部
）
が
協
力
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
用
意
し

て
い
た
ワ
イ
ヤ
ー
錠
が
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
、
熱
心
な
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
の
概
要
紹
介

（
前
田
明
教
授
）

闘いのスケジュール 1月
２日　 第91回天皇杯・第82回皇后杯 全日本総合バス

ケットボール選手権大会
　　（ ～９　東京/国立代々木競技場第1体育館他）

学内行事 1 月
 ４日・仕事始め
10 日・授業再開
　　 ・卒業研究提出締切日（4 年次）
13 日・大学院学位論文提出締切日
14 日・大学入試センター試験（～ 15 日）
21 日・学生宿舎餅つき大会
24 日・学位論文発表会博士後期課程
　　　（～ 2 月 7 日）
25 日・補講期間（～ 2 月 7 日）
28 日・大学説明会（東京サテライトキャンパス）
　　 ・学位論文発表会（修士）
上 旬・前期分授業料免除申請説明会

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第１回


